
地域安全推進員
協議会 会長

阪井　孝一 

広報部 部長

山本　幸男 

学区防犯組合
組合長

森野　貴雅 

学区シニアクラブ
会長

江藤　和彦 

自主防災会会長○新
防災部 部長

安藤　正登 

企画部 部長

木村　隆義 

地区青少年健全育成
連絡協議会 会長

瀬川　晴雄 

学校体育施設開放事業
運営委員会委員長

二井　賢治 

監査

加藤　好雄 

地区民生委員児童委員協議会会長
巡回乗り合いタクシー運営委員長

江島　　健 

学区体育協会
会長

柳田　孝範 

事務局長○新

結城　英雄 

きれいなまちづくり
担当○新

武村　友和 

監査

竹林　信昭 

まちづくり協議会
会長○新

河本　　修 

学区公衆衛生推進
協議会 会長

刎本　　渉 

地域福祉推進委員

宮本　暁子 

子ども育成部
部長

結城　良子 

会計

宗山　松江 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会　
役
員

会　
　
長	

河
本
　
　
修

副 

会 

長	

江
島
　
　
健（
民
児
協
会
長
）

	

森
下
　
幾
三（
南
二
会
長
）

理　
　
事	

27
名

事
務
局
長	

結
城
　
英
雄（
西
二
）

会　
　
計	

宗
山
　
松
江

町
内
会
連
絡
協
議
会

会　
　
長	

森
下
　
幾
三（
南
二
）

街
区
代
表	

森
下
　
幾
三（
南
二
）

	

松
村
　
健
次（
東
三
）

	

河
本
　
　
修（
西
一
）

	

阪
井
　
孝
一（
緑
一
）

去
る
３
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
総
会
に

於
い
て
新
年
度
役
員
体
制
の
報
告
・
承
認
が
あ

り
ま
し
た
。
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
会
長
に
は
河
本
修
氏
が
選
出
さ
れ
、

美
鈴
が
丘
団
地
の
舵
取
り
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
が
益
々
進
行
す
る
一

方
で
子
育
て
世
帯
も
増
え
て
き
て
お
り
、
こ
の

流
れ
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
こ
の
町
の
魅
力
を
更

に
増
や
し
て
い
く
施
策
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
面
に
は
今
年
度
の
事
業
計
画
一
覧
表
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
頂
き
皆
さ
ま
の
各

行
事
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

令
和
元
年
度

新
体
制
き
ま
る

★組長・班長さんにお願い！一軒ずつ戸別配布してください！

広 報 み す ず 令和元（2019）年５月号⑴
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全集会所に目安箱を設置しました。皆さんご意見をお寄せください。お知らせ

令和元年度事業計画（2019.4〜2020.3）� まちづくり協議会

　
こ
の
度
役
員
皆
さ
ま
方
の
ご
推
奨
ご
支
持
に
よ

り
ま
し
て
、
美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
会

長
の
任
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は
西
１
丁
目
の
町

内
会
長
の
河
本
修
と
申
し
ま
す
。
私
自
身
は
長
年

町
内
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
今
一
つ
馴
染
め

な
か
っ
た
の
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
合
町
内

会
が
一
体
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
内
会
長
の

職
務
が
大
幅
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
事
情
も
あ
り
、
各
町
内
で
の
役
員
選
び
も
、
輪

番
制
の
規
約
に
な
っ
て
い
る
町
内
が
殆
ど
で
、
な

か
な
か
な
り
手
が
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
団
塊
の
世
代
の
大
半
が
70
代
に
な
り
高
齢
者
の

世
帯
が
毎
年
増
加
し
、
役
を
引
き
受
け
る
人
達
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
事
業
業
務
を

見
直
し
し
て
、
多
く
の
方
々
に
気
軽
に
参
加
で
き

る
様
な
組
織
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
新
元
号
が
発
表
さ
れ「
令
和
」と
な

り
ま
し
た
。
五
月
よ
り
令
和
元
年
と
し
て
新
し
く

出
発
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
美
鈴
が
丘
団
地
は
、

美
鈴
が
丘
の
住
人
の
方
々
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
頂
く
事
が
出
来
ま

せ
ん
。

　
是
非
と
も
、
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力

の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
　
美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　
河
本
　
　
修

月 日 行　事　名 担　　当

４
14日 コミュニティ会議＆地区懇親会 事務局
27日 学区防犯組合総会 防犯組合
29日 学区シニアクラブ総会 シニアクラブ

５

19日 クリーンキャンペーン
（雨天：26日） 公衆衛生推進協議会

19日 佐伯区民スポーツ大会 体育協会
25日 区民ウォークin植物公園 公衆衛生推進協議会

28日 りんりん下校
（こどもを見守る一斉行動） 防犯組合

未定 防犯研修会 防犯組合・安全推進

６

８日 子ども110番の家　情報交換会 青少協
９日 第38回町内ソフトボール大会 体育協会

８日 ごみゼロ・クリーンキャンペーン・
ウォーク 公衆衛生推進協議会

未定 日帰りバス旅行（秋に延期） 社会福祉協議会
15日 献血（美高　９：30〜14：00）　　公衆衛生推進協議会

７

６日 防災体験ツアー 防災部
７日 第17回ソフトバレーボール大会 体育協会

20日 河川クリーンキャンペーン
（八幡川） 公衆衛生推進協議会

28日 第36回八幡川リバーマラソン大会 体育協会

８
１日 平和記念公園一斉清掃 公衆衛生推進協議会
３日 夏まつり（雨天：４日） 企画部
未定 子ども防災体験ツアー 防災部

９

１日 第31回町内グラウンドゴルフ大会 体育協会
15日 第38回敬老会 社会福祉協議会
21日 第４回クッブ大会 子ども育成部
29日 やるき・げんきさえき祭り

10

13日 第25回広島市民スポーツ大会 体育協会
16日 環境講座 公衆衛生推進協議会
未定 防災講演会 防災部

27日 第35回町民大運動会
（予備日：11月３日） 体育協会

11
９日 地区ふれあい音楽会

（会場：中学校の予定） ふれあい活動推進協議会

10日 第34回佐伯区民まつり

月 日 行　事　名 担　　当

11

17日 クリーンキャンペーン
（雨天：12月１日） 公衆衛生推進協議会

22日 りんりん下校
（こどもを見守る一斉行動） 防犯組合

23日 第５回美鈴が丘
親善グランドゴルフ大会 体育協会

30日 公民館まつり

12

１日 公民館まつり
未定 シニアクラブ旅行 シニアクラブ
未定 ごみ不法投棄防止キャンペーン 公衆衛生推進協議会
15日 第７回町内ミニテニス大会 体育協会

１

５日 シニアクラブ新年互礼会 シニアクラブ
未定 コミュニュティ会議＆新年互礼会 事務局
10日 新年お茶会（いこいの部屋） 社会福祉協議会
12日 とんど（雨天：13日） 企画部

19日 第25回全国都道府県対抗
男子駅伝競争大会 体育協会

２

未定 普通救命講習会 自主防災会・防災部

９日 第７回生涯スポーツ講習会
（クッブ） 体育協会

16日 第24回佐伯区学区
親善レク・スポーツ大会 体育協会

未定 健康講座 公衆衛生推進協議会

３
18日 総会 体育協会
未定 まちづくり協議会総会＆送別懇親会 事務局

★定例役員会・常任役員会（原則月１回）コミュニティ会議（年４回）
★巡回乗合タクシー運営委員会・事業部会議・添乗員会議
★広報部：「広報みすず」発行（原則月１回）
★�社　協：まごころ弁当（第２・４金曜日）
　事務局：毎木曜日（13時〜16時）
　　　　　いこいの部屋（第１〜４水・金開催）
　　　　　ご近助ネット推進委員会（年３回）
　　　　　認知症カフェ（原則第２土曜日）
★子ども育成部：ラジオ体操（７/22〜８/27）
★パトロール：防犯組合・地域安全推進員・青少年指導員
★シニアクラブ：誕生日会（毎月第３土曜）
★民児協：挨拶運動月２回／乳幼児オープンスペース月５回
★きれいなまちづくり：南一丁目桜植樹他

『
美
鈴
が
丘
40
周
年
記
念
誌
』い
よ
い
よ
完
成
‼　
お
問
合
せ
先
⇨
松
尾（
927

−

6210
）・
澤
田（
928

−

9012
）・
永
瀬（
927

−

9720
）

広 報 み す ず令和元（2019）年５月号 ⑵



◦滋賀県で痛ましい交通事故が発生。兎に角運転には十分注意しましょう。特に交差点では！
◦アメリカと中国との貿易摩擦が激化。かつての日本との貿易摩擦が思い出されます。

世界の出来事
日本の出来事

◆ 

学
び
の
学
校『
日
本
史
』

美
鈴
が
丘
高
校
・
公
民

館
連
携
講
座

　

今
回
の「
ま
な
び
」の

テ
ー
マ
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
で「
歴
史
の

学
び
方
を
身
に
つ
け
る
」

方
法
を
、
美
高
の
田
中
智

大
教
諭
と
共
に
考
察
。
近

年
再
評
価
が
著
し
い
水
野

広
徳（
松
山
市
出
身
）の

思
想
の
変
遷
過
程
に
焦
点

を
あ
て
た
。
日
露
戦
争
に

海
軍
大
佐
と
し
て
従
軍

し
、
退
役
後
は
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
な
り
、
第
１
次

世
界
大
戦
の
悲
惨
な
欧
州

の
戦
場
を
視
察
し
、
こ
れ

を
契
機
に「
軍
国
主
義
者
」

か
ら「
反
骨
の
平
和
主
義

者
」へ
思
想
の
大
転
換
を

は
か
っ
て
い
っ
た
。「
歴

史
と
は
現
在
と
過
去
の
対

話
で
あ
る
」と
言
う
よ
う

に
、
彼
も
ま
た
、「
来
し

方
を
顧
み
て
、
行
く
末
を

案
じ
た
」偉
大
な
反
骨
の

平
和
主
義
者
で
し
た
。

�

（
松
川
）

美
鈴
が
丘
高
等
学
校

 

校
長　
田
中　
伸
二

本
校
は
、
昭
和
63
年
に

緑
あ
ふ
れ
る
自
然
豊
か
な

美
鈴
が
丘
団
地
に
設
立
さ

れ
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学

校
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
生
徒
は
、校
訓「
進

取
・
友
愛
・
節
度
」の
も
と
、

「
文
武
両
道
」を
め
ざ
し

て
、
学
習
や
部
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
盛
ん
で
あ
り
、
美
鈴

が
丘
団
地
の
住
民
の
方
々

と
の
心
温
ま
る
交
流
を
続

け
て
い
ま
す
。
本
校
の
生

徒
は
、
明
る
く
、
素
直
で
、

挨
拶
を
よ
く
す
る
と
評
価

を
得
て
お
り
、
こ
れ
が
本

校
の
校
風
で
す
。
今
後
も

温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

美
鈴
が
丘
中
学
校

 

校
長　
相
川　
悟
司

こ
の
た
び
、
美
鈴
が
丘

中
学
校
長
を
拝
命
し
、
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
校
訓

「
優
し
く　
た
く
ま
し
く
」

〜
夢
や
希
望
を
も
っ
て
、

着
任
あ
い
さ
つ

健
康
ひ
と
口
メ
モ

◆ 

骨
と
血
管
は
二
人
三
脚

　
骨
と
血
管
は
互
い
に
関

係
し
合
っ
て
い
て
、
骨
は

毛
細
血
管
が
運
ぶ
栄
養
に

よ
っ
て
機
能
を
維
持
し
、

血
管
を
流
れ
る
血
液
は
骨

の
中（
骨
髄
）で
造
ら
れ

て
い
ま
す
。
骨
を
丈
夫
に

す
る
に
は
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム

の
摂
取
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

が
、
骨
に
き
ち
ん
と
栄
養

を
届
け
る
為
に
は
冷
え
性

や
ス
ト
レ
ス
に
注
意
し
て

毛
細
血
管
の
血
流
を
良
く

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
ま
た
、
骨
が
弱
く
な
る

と
血
液
中
に
骨
の
成
分
が

溶
け
出
し
、
血
管
に
溜

ま
っ
て
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
血
管
を
硬
く
し
な
い

た
め
に
は
、
過
労
や
睡
眠

不
足
に
注
意
す
る
だ
け
で

な
く
、
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
の

補
給
や
適
度
な
運
動
な
ど

で
骨
を
強
く
す
る
こ
と
も

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
喫
煙
や
食
べ
す

ぎ
も
骨
と
血
管
に
良
く
な

い
の
で
、
こ
う
し
た
生
活

習
慣
は
見
直
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
西
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱

�

カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り
）

ようこそ

4月1日付（敬称略）

美鈴が丘へ
美鈴が丘駐在所
巡査長

金子　隆一

美鈴が丘公民館
社会教育主事
平見　志穂

美鈴が丘児童館
館長

奥備　美江子

美鈴が丘高等学校
教頭

水戸　洋平

美鈴が丘中学校
校長

相川　悟司

美鈴が丘高等学校
校長

田中　伸二

笑
顔
で
生
き
生
き
と
た
く

ま
し
く
生
き
る
こ
と
〜
か

ら
、学
校
教
育
目
標
を「
夢

や
希
望
を
も
っ
て
、
自
ら

の
人
生
を
切
り
開
い
て
い

く
生
徒
の
育
成
」と
し
ま

し
た
。
全
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
教
育
活
動
を
推
進

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

美
鈴
が
丘
駐
在
所

巡
査
長　
金
子　
隆
一

３
月
20
日
付
で
美
鈴
が

丘
駐
在
所
に
着
任
し
ま
し

た
。前

任
者
か
ら
、
美
鈴
が

丘
団
地
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
地
だ
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
一
日
も

早
く
皆
さ
ん
に
顔
を
覚
え

て
頂
け
る
様
日
々
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

美
鈴
が
丘
団
地
の
事
件
、

事
故
を
一
件
で
も
減
ら
し
、

皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

『
美
鈴
が
丘
40
周
年
記
念
誌
』い
よ
い
よ
完
成
‼　
お
問
合
せ
先
⇨
松
尾（
927

−
6210
）・
澤
田（
928

−

9012
）・
永
瀬（
927

−

9720
）

広 報 み す ず 令和元（2019）年５月号⑶



◎
今
月
の
一
句

多
羅
葉
に
書
け
ぬ

�

便
り
や
青
嵐

�

陽
子

き
さ
ら
ぎ
句
会

■
お
知
ら
せ
・
催
し

５
月
16
日
㈭

◦
自
然
観
察
ハ
イ
キ
ン
グ

（
鬼
が
城
）

５
月
18
日
㈯

◦
体
育
祭	

美
鈴
が
丘
中
学
校

５
月
19
日
㈰

◦
佐
伯
区
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

◦
佐
伯
区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

５
月
28
日
㈫

◦
り
ん
り
ん
下
校	

美
鈴
が
丘

小
学
校

６
月
８
日
㈯

◦
子
ど
も
110
番
の
家	

情
報
交
換
会

６
月
９
日
㈰

◦
第
38
回
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

６
月
15
日
㈯

◦
美
鈴
が
丘
高
校	

文
化
祭

◦
献
血（
文
化
祭
の
中
で
公

衛
協
と
共
催
）

お
く
や
み

２
／
17�

細
川　
燿
市
様（
83
）東
５

３
／
26�

梅
田　
忠
行
様（
78
）東
５

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

◆ 

二
胡 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

 

東
２
サ
ロ
ン　
５
／
15

　
伝
統
的
中
国
の
楽
器
二

胡
の
演
奏
会
が
、
二
胡
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ

「
ピ
ア
ニ
シ
モ
」を
招
い

て
開
催
さ
れ
た
。
９
人
の

奏
者
が
奏
で
る
不
思
議
な

音
色
に
サ
ロ
ン
の
聴
衆
は

聞
き
ほ
れ
、
時
に
は
手
拍

子
、時
に
は
合
唱
と
、あ
っ

と
い
う
間
に
約
50
分
が
過

ぎ
去
っ
た
。
ア
ン
コ
ー
ル

で
は「
ふ
る
さ
と
」で
全

員
が
一
体
に
な
り
何
時
ま

で
も
拍
手
が
止
ま
ら
ず
。

◆ 

長
〜
い
太
巻
き
寿
司
を

作
ろ
う

 

公
民
館　
３
／
16

　
子
ど
も
達
の
ざ
わ
め
き

が
聞
こ
え
る
公
民
館
の
研

修
室
に
入
る
と
、
す
し
飯

の
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
で
体

が
包
ま
れ
た
。

　

キ
ッ
ズ
達（
18
名
）

は
す
し
飯
を
一
杯
手
に

く
っ
つ
け
奮
闘
中
で
し
た
。

ラ
ッ
プ
の
上
に
海
苔
を
置

き
、
す
し
飯
、
そ
し
て
み

ん
な
の
好
物
の
卵
焼
き
、

牛
肉
、エ
ビ
フ
ラ
イ
、キ
ュ

ウ
リ
な
ど
、
具
を
の
せ
て
、

最
後
に
楽
器
を
手
に
取
り

説
明
を
聞
き
終
了
。

�

（
山
本
）

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー（
８

名
）の
掛
け
声
の
も
と
一

気
に
長
さ
８
ｍ
９
㎝
の
太

巻
き
寿
司
を
巻
き
上
げ
ま

し
た
、
す
し
飯
が
多
す
ぎ

て
具
が
は
み
出
し
た
り
、

具
が
片
寄
っ
た
り
、
切
口

が
不
ぞ
ろ
い
な
顔
を
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
太
巻
き
寿
司

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
参
加
者
全
員
で

美
味
し
く
ほ
お
ば
っ
て
完

食
し
、
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。
星
三
つ
で
す
。
ご

馳
走
さ
ま
で
し
た
。（
松
川
）

出張窓口が東集会所に開所されています。各種証明書が請求できます。
開所時間　毎週月、水、金
　　　　　9時30分〜12時、13時〜15時
請求できる証明書（主な物）
　・戸籍謄本・抄本　・除籍謄本・抄本
　・住民票　・身分証明書　・印鑑証明書など

　総合防災センターで、地震、豪雨、火災などの災害から命を守る体験
をします。
◦日　時　7/6（土）　公民館８時40分集合、13時頃解散
　　　　　軽い昼食を用意しています。
◦内　容　９時　バスで広島市総合防災センターへ
　　　　　災害が発生した時の避難方法を、お話と実体験で学びます。
◦参加費　無料　　◦申込締切　６月23日（日）まで
◦申し込み方法
　メール：masdreami@gmail.com	又は、各街区の町内会長まで。

住民票など各種証明書が請求出来ます

防災体験ツアー募集（定員45名）

ご存知
ですか？

入手出来る迄の平均時間は約10〜15
分程度。一日平均約10人程が訪れる
そうですが、月曜日は多いのでご注意
下さいとの事。

　
世
間
で
は
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
美

鈴
が
丘
で
も
車
利
用
の
高
齢
者
が
増
加
し

続
け
て
お
り
、
決
し
て
他
所
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
高
齢

者
の
免
許
返
納
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
が
、
返
納
し
た
後
の
暮
ら
し
を
懸
念
さ

れ
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
乗
り
続
け
る
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
り
ん

り
ん
タ
ク
シ
ー
で
は
自
主
返
納
後
の
皆
様

の
生
活
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

ご
支
援
を
始
め
ま
す
。

対
象
者

　

�

美
鈴
が
丘
団
地
に
お
住
い
の
70
歳
以
上

で
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
運
転
免

許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

支
援
の
内
容

　
申
請
年
度
か
ら
３
年
間
、

　
半
額
割
引
券（
30
枚
）を
毎
年
支
給

支
援
開
始
日

　
令
和
元
年
６
月
１
日
か
ら

　
詳
細
は
近
日
配
布
予
定
の
ち
ら
し
を
ご

覧
下
さ
い
。
お
問
合
せ
は
巡
回
乗
合
タ
ク

シ
ー
運
営
委
員
会
事
務
所
ま
で

広
島
市
佐
伯
区
美
鈴
が
丘
南
４-

３-

１

（
南
集
会
所
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

９
４
２-

２
７
７
８

り
ん
り
ん
タ
ク
シ
ー
は

高
齢
者
の
免
許
証
の
自
主
返
納
を

ご
支
援
し
ま
す
。

�

巡
回
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
営
委
員
会

広 報 み す ず令和元（2019）年５月号

編
集

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
広
報
部

発
行

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

発
行
日

令
和
元（
２
０
１
９
）年
5
月
●
日
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